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                                                                        小平市立上水中学校  

                                     令和６年３月１日  

                                         第１１号  

 
 
 

これまでの学校生活では、入学式、始業式などの記念写真、 

学校行事の写真、担任の先生が撮影したクラスの様子の写真、 

ホームページの写真など、今年度も、数えきれない写真が撮 

影されています。その一枚一枚を目の前にすると、その時の 

豊かな思い出が広がります。最近は、デジタルカメラがほと 

んどで、撮影した瞬間にその時の様子が映し出され、その瞬 

間を楽しむこともできますが、時を経て、改めて見直し、思 

い出をかみしめることも多いでしょうか。 

先月の朝礼では「心の中の写真」の話をしました。「心の中の写真」は、その人だけが心の中で見られる

写真です。この写真には、その人だけしか知らない写真があります。うれしいとき、楽しいときの写真もあ

りますが、つらい写真もあります。人には見せられない、みじめな自分が写った写真もあります。でも、心

の中にあるので、誰にも見られることはありません。見られるのは自分だけです。その「心の中の写真」を

ぜひ大切にしてほしいと思い、上水中の生徒の皆さんに伝えました。つらく、苦しいかった時の心の写真は、

自然にデリート、削除することもできます。忘れてしまうということで、その写真はなくなります。人間は、

自分の心の中を楽しい写真で一杯にしたいという本能があるそうなので、本当に嫌だったり、つらかったり、

苦しかったりしたときの心の中の写真は自動削除されます。だから、いつまでもくよくよ悩んだり、思い出

したりしなくなります。この話を知ると、他の人の「心の中の写真」も大事にしようとする心が育ちます。

その人を大切にしよう、尊重しようとする心が育ちます。楽しく明るい「心の中の写真」を大切にしてあげ

ることができます。真実を映した実際の写真から知ることができること、心の中の写真に写した、自分だけ

の写真を大切にすることができること、どちらも写真の大切な役割です。身近な写真を大切にしながら、生

活してほしいと思います。令和５年度もあとわずかになり、卒業する生徒たちや異動、退職する先生方との

お別れの季節になりました。実際の写真も心の中の写真も、思い出の写真はまた１枚増えそうです。 
 
＜３月行事予定＞ 

日 曜 行事等 16 土  

1 金 ④⑤カット(3) 都一般発表手続き          17 日  

2 土  18 月 ⑤⑥カット ②卒業式練習 卒業式準備   Ｗ 

3 日  19 火 卒業式 

4 月 生徒会朝会  避難訓練          Ｗ 20 水 春分の日 ⑤⑥カット 職員会議等         ★ 

5 火  21 木 ①②スポーツ大会(2)③④ダンス発表会(2) Ｃ、Ｗ 

6 水 職員会議 ⑤職業講話(1)         ★ 22 金 ①⑤カット ④離任の挨拶 ⑤⑥大掃除 給食終 

7 木 ⑥卒業式練習(3)             Ｃ、Ｗ 23 土  

8 金 特別支援教室指導終 ⑤⑥卒業式練習(3) 24 日  

9 土 学校公開日 保護者会 火①⑤⑥ 救急救命講習(3) 25 月 修了式 職員会議等            Ｗ 

10 日  ⑤⑥卒業式練習(3)   26 火 春季休業日始 

11 月 全校朝礼 ①②③スポーツ大会(3) 27 水  

12 火 ①卒業式練習(3) ④出前講座(3) 28 木  

13 水  29 金  

14 木 ②合同練習(12)③④卒業式予行 ①カット 30 土  

15 金 ②卒業式練習(3) 職員会議 給食終(3)★Ｃ、Ｗ 31 日  

★：ほうかごきょうしつ、Ｃ：スクールカウンセラー勤務日、Ｗ：スクールソーシャルワーカー勤務日 

 

 

「 思い出の写真 」       校 長 市 川 順 康 

 

 



 
令和５年度 
第２回 学校評価アンケート(抜粋) 
＜生徒集計＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問ｃ 家庭学習において、自主的な学習の時間（宿題、塾

や塾の宿題に充てる時間は除く）は、週に平均して何時間

ですか。 

問ｄ 学年や担任、部活の先生など話を聞いてもらえる、

よく声をかけてくれる先生はいますか。 

問ａ 授業のねらいが分かり、そのねらいを「達成できた」

という実感をもっていますか。 

問ｂ 放課後の学習教室やほうかご教室、また、小テスト

（単元末テスト）と再テストによって基礎・基本的な内容

を確実に身に付けながら学習を進めることができています

か。 

問ｅ いじめのない温かい集団の中で生活できていると思

いますか。 

問ｆ 進んで気持ちのよいあいさつをしていますか。 

問ｇ 行事や日常の委員会・当番活動等に自主的、積極的

に取り組んでいますか。 

問ｈ 学校は、楽しいですか。 

問 i ＰＣ端末が、授業や総合的な学習の時間、学活等色々

な場面で使用されていますが、そのことで分かりやすくな

った、学習がはかどると感じていますか。 

 

 



 

令和５年度              

第２回 学校評価アンケート(抜粋)  

＜保護者集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問Ｅ 上水中生は気持ちのよい挨拶ができていると思いま

すか。 

問Ｂ お子様は、授業の復習・予習など家庭学習に取り組

んでいると思いますか。 

問Ｆ 保護者会等を通して、お子様に対して保護者と教員

が連携した指導ができていると思いますか。 

問Ｄ 学校からのおたより（ＨＰも含む）を見て、家庭で

も話題にしていますか。 

問Ａ 合唱コンクールは、個々の生徒が活躍する場面があ

り、生徒が主体的に取り組んでいたと感じましたか。 

問Ｃ お子様は、学校が楽しいと感じていると思いますか。 

問Ｇ 昨年度からＰＣ端末が全員に貸与されています。お

子様の言動等を通じて、ＰＣ端末を活用した授業等の充実

を図ろうとしていることが感じられますか。 

     

     今年度か

らＰＣ端末が全員に貸与されています。お子様の言動等を

通じて、ＰＣ端末を活用した授業等の充実を図ろう として

いることが感じられますか。 

問Ｈ 放課後の学習教室、ほうかご教室、小テスト（単元

末テスト）や再テスト等は、基礎・基本の定着を図り、学

力アップ への手助けとなっていると思いますか。 

 
 1 学年 2 学年 3 学年 全学年 
回収率  49%  54%  56%   53% 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校評価アンケートに寄せられたご意見から】 
 ※ご多用の中、学校評価アンケートにご回答いただき、ありがとうございました。 

・今年度も、体育大会、合唱コンクールなどの学校行事、職場体験、修学旅行、移動教室など

の宿泊行事も含め、予定していた教育活動をほぼすべて実施することできました。保護者の

皆様からは、概ね、よい評価をいただいております。引き続き、保護者の皆様のご理解をい

ただきながら計画・実施してまいります。 

・定期テスト前の生徒による予想問題作成の件でご意見をいただきました。現在、生徒会活動

として委員会などで生徒が自主的に試験勉強に取り組めるように、教科担当の先生と相談し

ながら試験前に、学習プリントなどを作成しています。学習習慣を身に付ける活動の一環と

して、ご理解くださればと考えております。 

・一人１台の学習者用端末の効果的な活用、学校以外での継続的な学習（家庭学習や放課後学

習教室など）への積極的な取組について、引き続き、重点課題として考えていきます。 

 ・３年生の進路関係では、進路説明会や進路指導資料についてのご意見がありました。今年度

もインターネット出願などが進み、入試に関する手続きはすべて、インターネット経由で行

われています。これまでとは違うやり方に戸惑われたご家庭も多く、確認作業等で、学校の

負担も以前より増えています。今後も、生徒、保護者、教員との連絡を密にし、遺漏のない

よう、進めてまいります。 

 ・ホームページや学校メールなどの効果的な活用についても、概ね、よい評価をいただいてお

ります。今後とも、ぜひ、閲覧・ご活用いただくとともに、「スクールメール」配信のご確認

も併せてお願いいたします。ご不明な点は、学校までお知らせください。学校情報の広報・

共有に引き続き努めてまいります。 

 

生 徒 の 活 躍 （敬称略） 

令和５年度中学生人権作文コンテスト 

東京都大会作文委員会賞 

小平市人権擁護委員会賞 

第７０回北多摩中学校毛筆書写コンクール 

金賞（６名）     銀賞（９名）           銅賞（１５名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感 謝 状 

国立精神・神経医療研究センターより、生徒会ボランティアによる手作りプレゼントの 

寄贈に対して感謝状をいただきました。 

 

 

 
 

  

 


